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囹
衛
生

九
月
一
日
㈱
”
吉
田
『
と
語
る
日

四
〃
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
　
　
ヘ

九
月
は
〃
移
動
市
民
と
語
る
日
”
談

二
回
目
と
し
て
、
北
鐙
坂
の
就
業
改
相

善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
．
吉
田
種

地
区
に
お
す
る
地
域
課
題
や
日
頃
考

え
て
い
る
測
な
ど
を
お
気
軽
に
お
各

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
後
三
時
～
七
時

施
設
組
合
か
ら
お
知
ら
せ
：
．
八
月
二
十

七
日
は
秋
の
大
祭
の
た
め
ゴ
ミ
収
集
は
終
日
休
み
ま
す
の
で
ご

〔交通事故相談〕’9月6日（月）

〔定例行政相談〕　9月16日（木）

〔巡回内職相談〕　9月17目（金

　　　いずれの相談も

時間　午前10時～午後3時

会場　市役所市民相談室

　　……5万市民が相会し、スポーツ活動を

　　　　　　　　通じて仲間づくりを………

9月5日（日）：十日町高校グラウンド

◎応援団席の配置図

◆プログラム◆
8：30　選手集合

9二〇〇　入場行進

9二10開会式

10二〇〇　競技開始

10二〇〇400m、砲丸投、走幅跳

10：1060m、紅白玉入れ競争

10：45　100m

11二〇5　小・中学生リレー

11二15　ざる引きリレー

11：30紅白大玉送り

（昼食）応援合戦

12：40　つな引き

13二10　200m

13二25　二人三脚リレー

13二35各区対抗リレー

13：45　百足競争

13二55　1，500m

14二10　障害物リレー

14二20　各区年齢別リレー

15二〇〇　閉会式

15二30　全目程終了

・
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
・

昭和町1丁目通り
10、

吉

田0

9
、
＋
目
町
北

8
、
水
沢

7
、
＋
日
町
東

6
、
下
　
条

5
、
中
条

4
、
＋
目
町
南

3
、
川
治
南

2
、
川
治
北

－
、
山
ハ

箇

注11、
意＋日町西
く
だ12・東部

さ
い
O

本　部　席

体　　育　　館 武　　道　　館

高

校

前

通

り

過去5回の成績
　順位回 優勝 2位 3位

7回（昭38） 中　条 大井田 新　座

8回（昭39） 大井田 中　条 新　座

9回（昭40） 大井田 中　条 吉田南

10回（昭49〉 中　条 川治南1 吉　田

11回（昭53） 東　部 中　条 吉　田

「
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議7一卜調査～結果まとまる。

ますか

－
コ
ッ
プ
3
杯
程
度
で
す
む
歯
み
が
き
も
、
流
し
っ
放
し
で
は
、

　
　
現
在
の
当
市
に
お
い
て
大
き
な
課
題
と
い
え
る
水
資
源
　
　
　
と
り

わ
け
“
地
下
水
”
の
問
題
は
、
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で
の
間
、
、
市
内
の
事
業
所
、
個
人

の
六
百
四
十
を
対
象
に
「
水
（
地
下
水
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
地
下
水
に
関
す

る
実
態
を
お
聞
き
し
た
り
、
ま
た
“
水
資
源
”
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
考

え
方
を
持
っ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
今
後
の
施
策
の
中
に
反
映
さ
せ
て

ゆ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
こ
の
ア
ン
ヶ
i
卜
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
が
、
市
で
は
、
今
回
の
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
施

策
地
下
水
利
用
の
適
正
化
、
節
水
の
P
R
や
シ
ス
テ
ム
化
、
そ

し
て
水
資
源
確
保
な
ど
　
　
　
の
中
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
よ

い
郷
土
実
現
の
た
め
、
実
際
の
対
応
の
中
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
．
（
．
こ
協
力
い
た
だ
い
た
か
た
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
）

1
分
間
約
6
4
の
水
の
ム
ダ
。

『
地
下
水
』
の
規
制
に
つ
い
て

　
　
　
　
「
必
要
で
あ
る
」
と
答
え
た
人
…
82
％

15．7％

わ
か
ら
な
い

必要でない
　2，3％

必要である

　82．0％

一〈全　体〉

対象数…640
回収率…433
（回収率…67．7％）

一（事業所）
対象数…371
回収数…249（67．1％）

一（個　人）
対象数…269
回収数…184（68．4％）

〈全　体〉

（1）必要である

　　　・355（82．0％）

（2）必要でない

　　　・10　（2．3％）

（3）わからない

　　　・68（15．7％）

『
節
水
』
を
配
慮
し
て
い
る
…
83
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）

わからない
　5．3％

し
い
慮
謄書
　
跳

　
　
　
1

　
　
　
1

配慮している
　　83．4％

1）配慮している

　・・160（87．0％

2）配慮していな

　・22（12．0％

3）わからない

　・2（1．0％

〈事業所〉

〈全　体〉

1）配慮している

　・361（83．4％）

2）配慮していない

　・49　（11．3％）

3）わからない

　・23　（5．3％）

〈個　人〉〈事業所〉

1）酉己慮している

　・201（80．7％）

2酒己慮していない

　・27　（10．8％）

3）わからない

　・21　（8．5％）

・
洗
濯
で
も
工
夫
す
れ
ば
1
回
㎜
4
の
水
で
す
む
は
ず
。
流
し
っ
放
し
ス
タ
イ
ル
だ
と
脚
2
に
な
り
ま
す
。

〈個　人〉

（1）必要である

　　　・204（81．9％）

（2）必要でない

　　　・4’（1．6％）

（3）わからない

　　　・41　（16．5％）

　　　　　　　　　（1）必要である
　　　　　　　　　　　・・151（82．0％）

　　　　　　　　　（2）必要でない

φ

事
　
業
　
所

1 許可規制（51．5％）

2 地域指定（39．2％）

3 届出規制（34．3％）

4 深度・時間水量規制（27．5％）

個
　
　
　
人

1 地域指定　（60．3％）

2 許可規制（52．3％）『

3 届出規制（43．7％）

4 深度を規制（31．1％〉

体〉〈全

●規制の方法の順位100　120　1憩　160　180　㎜　2釦q　　　20　　40　　　60　　．80

全
　
　
　
体

1 許可規制（51．8％〉

2 地域指定（48．2％〉

3 届出規制（38．3％）

4 深度を規制（29．3％）

）

　　　　　r規制の方法」グ）数
※割合は　　　　　　　　　　　（％）
　　　　r規制が必要」と答えた数

‘u　　　冊u

w
1田 1∠u 14u 1田 10U ∠w ∠∠u

27（7．6％）

184（51．8％）

171（48．2％）

136（38．3％）

73（20．6％）

101（28．5％）

17（4．8％）

104（29．3％）

●規制の方法
（1噺しい井戸を掘らせない
　　　　　　　（禁止規制）
（2噺しい井戸は条件をつける
　　　　　　　（許可規制）
（3）地域を区別して規制する

　　　　　　　（地域指定）
（4）新しい井戸は届出る

　　　　　　　（届出規制）
（5）汲みあげる水量を規制
（6）時間的・季節的に汲み上げ

　水量を規制
（7）深さを規制

（8）その他
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洗
面
、
炊
事
に
は
、
水
の
出
を
調
節
し
て
…
。
節
水
コ
マ
も
あ
り
ま
す
。

つ
き
と
お
ぎ
き
さ
き
ヨ
を
　
と
　
ぎ
　
ヨ

　
講
演
会
㎜

ザ
き
お
お
を
ま
お
ぎ
お
と
を
と
き
お
を
お
も

　
　
イ
ン
ド
の
寺
院
と
演
劇

日
時
　
九
月
四
日
（
土
）
午
後
二
時
～
四
時

会
場
　
大
池
市
民
施
設

講
師
　
S
・
ア
ウ
ス
テ
ィ
博
士
（
イ
ン
ド
国
立
音
楽
．
舞
踊
、
演

　
　
　
劇
院
理
事
長
、
東
京
外
国
語
大
学
客
員
教
授
）

内
容
　
南
イ
ン
ド
0
カ
タ
カ
リ
ダ
ン
ス
の
フ
イ
ル
ム
や
全
イ
ン
ド

　
　
　
の
演
劇
に
使
う
仮
面
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
講
演
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。
お
問
い
合
せ
は
大
池
市
民
施
設
（
盈
二
－

二
三
九
六
番
）
へ
。

『水資源酎策』に必要と思う施策は

懸　華懸

鞭購灘灘繍羅

鶴　灘
　
　
騰

灘難麟…

懸踊翻

全　　　　　体 事　　業　　者 個　　　　　人

1 河川利水を　　　（215） 1 河川利水を　　　　（115） 1 河川利水を　　　　（100）

2 ダム対策を　　　（176） 2 ダム対策を　　　（g2） 2 ダム対策を　　　（84）

3 節水P　Rを　　　（153） 3 節水PRを　　　（86） 3 節水PRを　　　（67〉

4 地下水の再利用を（129） 4 地下水の再利用を（83） 4 地下水の再利用を（46）

5 地下水のかん養を（57） 5 地下水のかん養を（34） 5 地下水のかん養を（23）

6 その他　　　　　（4） 6 その他　　　　　（1） 6 その他　　　　　（3）

地下水対策についてr意見」とr要望」

地下水の規制について

●中心部は揚水量の限界を超えて年々枯井戸が出ている。地域によ

っては掘さく禁止を。

●飲料氷とそれ以外の水に使用分けし、飲料水』は水道に、それ以外

は河川水の循環使用の方法を。

●染めの産地として発展するには工業用水が更に増加する。そのた

め地下水め絶対量が必要。上水の十分な確保ができたら、地下水を

工業用水に使用するのを禁止。

水資源の確保及び地下水の代替用水は

●雪ダムをつくる。

●雪の形のうちから雪解け水、山の水など無駄に流さぬ配慮を。

●適当な地域に地下水をプールし、自然落差式あるいは動力による

融雪に利用を。

具体的な対策としてこんな方法を

●消雪パイプのある地域は必要以上に水を流している。パトP一ルを。

●水道料金は高くしても、その代償で節水P　R、利水計画、再利用

などの研究を。

●道路を地下水が浸透する構造に。’

●下水道本管を熱源として消雪道路をつくり、これで道路、住宅の

融雪を行い、地下水による消雪を削減する。

●信濃川にえん提を築提し、河床低下を防ぎ、伏流水の層を確保する。

●農業用水の不用時にその有効利用は・、

●井戸は水が出る出ないにかかわ、らず雪を投げ入れるとすぐ消える、

消パイ井戸だけでなく投雪用井戸にも補助金を。

地下水に対する意識

●水量豊富な事業所は案外水の無駄使いをしている。この影響は必

ずどこかに出るのだが。

●共同駐車場を計画中だが、消雪＝地下水という発想以外に効果的

なものはないか。克雪都市十目町で研究開発したい。

●信濃川の水量がこれ以上減少すれば死の川となる。行政の力で流

量を確保し、豊かな緑と水に囲まれた郷土を。

節水とPRを

●良質の水をP　Rし企業誘置を。

●地下水利用計画をたて、P　Rし実行を。

●消雪パイプや真夏の路面の水など節水を。

●なぜ節水しなければならないかを周知させ関心をもたせること、

保育園では一滴の水も大切にするよう指導している。

〈全　体〉

（1）トラブルがある

　　・・43　（10．2％）

（2）トラブルはない

　　・・321（75．9％）

（3）わからない

　　・・59（13．9％〉

〈個　人〉

ル
　
ノ

ブ
る
％

ラ
あ
』

ト
が
1
0
《
塀
下
炉
》
の
ト
ラ
ブ
ル
は

（1〉トラブルがある

　　・・25　（13．6％）

（2）トラブノレはない

　　・・120（65．2％）

（3）わからない

　　一39　（21．2％）

わからない

　13．9％

驚葵繋遡蒙襟糖

　鵜籔％

〈事業所〉

（1）トラブルがある

　　・18　（　7．5％）

（2）トラブルはない

　　・・201（84．1％）

（3）わからない

　　・・20　（8．4％）

今後の地下水関連施設の整備計画は
　　　　　　　　　　　　　（事業所のみ）

（1）計画がある…39

・
バ
ケ
ツ
洗
い
な
ら
5
杯
で
す
む
洗
車
も
流
し
っ
放
し
の
ホ
ー
ス
洗
い
で
は
3
0
杯
以
上
の
水
が
必
要
で
す
。

わから
　ない
15．9％

計画が
ある
15．7％

欝籔蒲轍鱒
　麟o．魏霞

　　　（15．7％）

（2）計画がない

　・150（60．4％）

（3）わからない

　一49　（15．9％）

（1）井戸の掘り下げ……5

（2）新しい井戸を掘る…26

（3）再利用施設の整備…8

（4）その他………………2
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八
箇
池
之
平
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
南
町
赤
沢
間

　
　
国
道
二
五
三
号
線
池
之
平
か
ら
、

　
津
南
町
赤
沢
ま
で
の
約
三
十
五
キ
。
材

　
を
結
ぶ
「
中
魚
沼
地
区
広
域
営
農
団

　
地
農
道
」
の
計
画
が
進
め
ら
れ
、
来

　
年
度
の
事
業
採
択
に
向
け
て
準
備
が

　
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
広
域
農
道
は
、
苗
場
山
ろ
く

　
農
業
開
発
地
域
内
を
通
り
、
郡
内
三

　
市
町
村
の
農
業
団
地
を
結
ぶ
重
要
路

　
線
で
す
。
こ
の
地
域
で
は
、
す
で
に

　
津
南
、
中
里
地
区
で
は
一
部
造
成
さ

　
れ
た
大
ほ
場
で
近
代
的
な
経
営
が
行

　
わ
れ
、
着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、

）
午
日
町
地
区
も
着
工
を
目
前
駕
し
て

　
，
－
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
－
／

　
　
／
k
，
・
～
〆
＼
～
〔
　
　
　
〆

中魚沼広域農道計画路線

／聾鯨

　　　触
　　　　池之平

イ日噌魎　
ノ
ヨ

　
，
C
．
ノ

）

r
’

〆，

　
（

い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
が
完
成
す
る
と
一
大
野

菜
生
産
団
地
が
生
ま
れ
、
中
魚
沼
農

業
は
そ
の
姿
を
一
変
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
こ
の
広
域

営
農
団
地
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
道
路

が
な
い
た
め
、
生
産
物
の
集
出
荷
や

資
材
輸
送
は
、
い
っ
た
ん
国
道
一
一

七
号
線
に
で
て
大
き
く
迂
回
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
農
業
用
車
輔
の
通
行

も
不
可
能
な
状
態
で
あ
り
、
十
日
町
、

中
里
、
津
南
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
、

広
域
農
道
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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．
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伊
達

芋
沢

総
延
長
三
十
五
㎞

　
　
計
画
で
は
、
国
道
二
五
三
号
線
の

　
池
之
平
か
ら
六
箇
の
田
麦
、
麻
畑
を

　
通
り
、
伊
達
原
か
ら
池
之
尻
に
抜
け
、

　
漆
島
か
ら
南
雲
原
に
上
り
、
荒
屋
か

　
ら
珠
川
原
を
通
っ
て
中
里
村
に
入
り

　
津
南
町
の
県
道
加
用
今
新
田
津
南
停

　
車
場
線
の
赤
沢
ま
で
の
約
三
十
五
キ
。

　
屑
で
す
。
十
日
町
市
分
は
約
十
四
キ
。

　
材
に
な
り
ま
す
。

　
　
幅
員
は
、
五
・
五
屑
な
い
し
七
材

　
で
、
総
事
業
費
九
十
億
円
を
予
定
し

　
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
六
十
五
督
を

　
国
、
二
十
五
新
を
県
が
も
ち
、
残
り

　
の
十
鮮
が
地
元
負
担
で
す
。
こ
の
十

　
督
の
地
元
負
担
に
つ
い
て
は
、
全
額
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市
費
で
負
担
し
、
受
益
農
家
の
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
あ
が
っ
た
道

路
の
維
持
管
理
は
市
で
行
い
ま
す
．

受
益
農
家
の
同
意
を

こ
の
事
業
の
受
益
者
は
、
市
内
全

域
の
農
業
振
興
地
域
内
に
農
地
を
持

つ
全
農
家
で
す
。
市
で
は
、
今
年
度

こ
の
受
益
者
の
皆
さ
ん
全
員
に
、
こ

の
事
業
の
施
行
申
請
の
際
に
、
．
こ
同

意
の
印
鑑
を
い
た
だ
き
に
伺
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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に
り
　
筋

の
人
な
目
齢

町
　
　
　
丁
恵
武

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
喜
県

　
日
　
　
　
　
町
川
賀

十
　
　
　
聴
謹

▼
“
唐
津
焼
”
や
“
葉
隠
の
里
”
と
し

て
名
高
い
九
州
は
佐
賀
・
武
雄
市
か

ら
十
目
町
の
人
に
な
っ
た
の
は
、
寿

町
四
丁
目
の
塩
川
克
宏
さ
ん
の
と
こ

ろ
仁
嫁
い
で
来
た
喜
恵
さ
ん
（
二
十

三
歳
）
で
す
。

▼
十
日
町
の
人
に
な
っ
た
の
は
今
年

の
七
月
で
結
婚
式
は
十
月
と
か
。
一

ヵ
月
間
で
感
じ
た
十
日
町
の
印
象
は

「
山
の
中
の
街
だ
か
ら
、
も
っ
と
涼

し
い
と
こ
ろ
と
思
っ
た
の
で
す
が
、

暑
い
と
こ
ろ
っ
て
印
象
で
す
。
そ
れ

に
気
が
づ
い
た
こ
と
は
、
家
の
造
り

で
二
階
が
広
い
こ
と
で
す
ね
。
」

、
雪
が
ニ
メ
ー
ト
ル
以
上
降
る
な
ん

て
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
彼
女
は
、

五
六
豪
雪
の
状
況
を
聞
い
て
、
目
を

丸
く
し
て
い
ま
し
た
。

，
▼
三
人
姉
妹
の
長
女
で
、
遠
く
離
れ

た
と
こ
ろ
に
来
る
こ
と
に
親
は
、
い

い
顔
を
し
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
電
話
を
し
て
も
両
親
に
は
叱
ら
れ

て
ば
か
り
…
…
。
内
心
は
、
反
対
す

る
こ
と
が
出
来
ず
困
っ
て
い
る
ん
で

す
ね
。
」

▼
夫
（
に
な
る
人
）
の
克
宏
さ
ん
は

看
護
士
さ
ん
で
喜
恵
さ
ん
も
看
護
婦

さ
ん
。
小
さ
い
頃
か
ら
望
ん
だ
職
業

を
選
ん
だ
お
二
人
は
、
似
合
い
の
カ

ッ
プ
ル
と
い
え
ま
す
。
た
だ
、
現
在

は
、
務
め
先
に
困
っ
て
い
る
様
子
で

す
が
…
…
。

▼
旅
行
、
ス
ポ
ト
ツ
（
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
テ
ニ
ス
）
な
ど
が
趣
味
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

喜
恵
さ
ん
。
　
「
小
さ
い
こ
と
に
は
、

こ
せ
こ
せ
し
な
い
気
持
ち
が
お
お
ら

か
な
人
」
と
家
の
人
が
い
う
元
気
よ

か
十
目
町
の
人
ぱ
い
。
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国
民
年
金
移
動
相
談
所
を
開
設

　
国
民
年
金
は
市
民
の
生
活
に
と
つ

て
大
変
に
身
近
な
制
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。
将
来
の
高
齢
化
社
会
の
到
来

を
ひ
か
え
て
、
国
民
年
金
の
果
た
す

役
割
は
大
き
く
、
そ
れ
だ
け
．
に
市
民

全
体
の
理
解
と
協
力
を
得
て
発
展
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
十
目
町
市
で
は
、
長
岡
社
会
保
険

事
務
所
の
協
力
を
得
て
移
動
年
金
相

談
所
を
開
設
し
、
国
民
年
金
や
、
・
各

種
年
金
に
関
す
る
、
質
問
、
照
会
、

相
談
に
お
答
え
し
ま
す
の
で
お
気
軽

に
近
く
の
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
九
月
六
日
（
月
）
の
市
役

所
会
場
に
は
、
長
岡
社
会
保
険
事
務

所
の
年
金
専
門
官
が
来
て
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
会
場
で
は
、
保

険
料
を
お
さ
め
て
い
な
い
方
の
特
別

徴
収
も
行
い
ま
す
の
で
未
納
さ
れ
て

い
る
方
は
、
現
金
持
参
の
う
え
是
非

お
い
で
く
だ
さ
い
。

年金相談日程

　
こ
ん
な
人
は
，

　
　
　
ぜ
ひ
相
談
に

●
現
在
何
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し

て
い
な
い
人

●
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
が
、

過
去
に
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
人

●
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
は
っ
き

り
し
な
か
つ
た
り
、
脱
退
一
時
金
を

も
ら
っ
た
り
し
て
資
格
期
間
が
足
り

る
か
ど
う
か
疑
問
の
あ
る
人

●
年
金
手
帳
が
な
い
人

●
そ
の
ほ
か
、
国
民
年
金
に
関
す
る

質
問
、
相
談
、
照
会
な
ど
の
あ
る
人

　
相
談
に
は
、
年
金
手
帳
、
職
歴
の

メ
モ
（
会
社
名
、
・
従
事
年
月
目
を
書

い
た
も
の
な
ど
）
を
．
こ
持
参
く
だ
さ

い
。

毎
月
十
五
日
は
年
金
定
例
相
談
日

　
国
民
年
金
は
、
会
社
員
や
公
務
員

な
ど
を
除
い
た
、
自
営
業
者
や
農
林

業
等
を
営
ん
で
い
る
二
十
歳
以
上
の

人
が
加
入
し
て
い
る
わ
が
国
で
一
番

大
き
な
年
金
制
度
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
制
度
を
十
分
理
解
し
な
い
た
め

加
入
、
脱
退
等
変
更
届
を
し
な
い
で

い
る
人
や
、
加
入
し
て
い
て
も
国
民

年
金
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
さ
れ

て
い
る
人
も
い
ま
す
。
特
別
な
事

期
　
　
日

時
　
　
間

会
　
　
　
　
場

備
考

九
月
六
目
㈲

午
前
十
時

～
午
後
三
時

市
役
所
市
民
相
談
室

岡
年
長
生、
厚
。

は
、
す

で
で
ま

場
催
し

会
共
え

所
と
、
答

役
所
お

市
務
も

の
事
に

目
険
談

6
保
相

月
会
の

9
社
金

九
月
七
日
㈹

午
後
一
時
半

～
四
時

中
条
地
区
公
民
館

九
月
八
日
困

下
条
地
区
公
民
館

九
月
九
目
困

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
i

九
月
十
目
囲

水
沢
地
区
公
民
館

情
で
納
め
ら
れ
な
い
と
き
に
は
年
金

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
制
度
や
内
容
を
く
わ
し

く
知
り
た
い
と
か
、
手
続
き
が
わ
か

ら
な
い
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
十
目
町
市
で
は
、
国

民
年
金
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
窓
口
相
談

の
ほ
か
毎
月
十
五
日
（
休
・
祭
日
の

場
合
は
翌
日
）
を
国
民
年
金
定
例
相

談
日
と
定
め
年
金
係
が
、
各
種
年
金

相
談
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
移
動

相
談
所
等
に
行
け
な
い
か
た
は
、
こ

の
相
談
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

義
麟

台
風
か

栗
マ
も
．
い

ズ
・
怯
も
ふ
　
　
岬

い
　
　
　
　
　
　
ヤ

マ
寸
乃
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
榛

影
亀

鵠e
　
O

σ・●●・．
◎　●，●の●

◎　●　■oo．

●　●　●●●

9月1日は防災の日

8月30日～9月5日防災週間

退
職
金
は
国
の
制
度
で

　
　
　
　
　
　
　
1
中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
団
1

　
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
な
ど
で
、

退
職
金
制
度
の
必
要
性
が
あ
ら
た
め

て
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
依
然
と
し
て
退
職
金
制

度
を
も
っ
て
い
な
い
企
業
も
あ
り
、

制
度
が
あ
っ
て
も
き
ち
ん
と
し
た
定

め
が
な
く
、
慣
行
な
ど
で
支
払
わ
れ

て
い
る
も
の
や
、
さ
ら
に
、
退
職
時

に
不
払
い
と
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
み
ら
れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
（
中

退
金
制
度
）
は
、
国
の
制
度
で
す
か

ら
、
安
全
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

退
職
し
た
従
業
員
に
退
職
金
が
支
払

わ
れ
る
点
で
労
使
双
方
か
ら
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
制
度
の
特
色

一
、
国
の
制
度
で
す
か
ら
安
全
、
確

実
で
す
。
二
、
掛
金
は
、
全
額
経
費

扱
い
で
す
。
三
、
退
職
金
に
国
庫
補

助
金
が
つ
き
ま
す
。
四
，
福
利
厚
生

施
設
を
設
置
す
る
場
合
の
資
金
を
低

利
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
加
入
で
き
る
企
業

　
常
用
従
業
員
三
百
人
（
卸
売
業
百

人
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
五
十
人
）

以
下
の
企
業
ま
だ
は
資
本
金
な
ど
一

億
円
（
卸
売
業
三
千
万
円
、
小
売
・

サ
ー
ビ
ス
業
一
千
万
円
）
以
下
の
企

業
で
あ
れ
ば
法
人
企
業
で
も
個
人
企

業
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
毎
月
の
掛
金

　
掛
金
は
、
従
業
員
．
こ
と
に
、
千
二

百
円
～
一
万
六
千
円
の
掛
金
月
額
の

中
か
ら
決
め
て
、
毎
月
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
加
入
の
手
続
き

　
市
内
の
金
融
機
関
に
備
付
け
て
あ

る
所
定
の
申
込
書
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
商
工
課
工

業
労
政
係
（
盈
七
－
三
一
二
番
内

線
二
四
四
）
へ
。

1
お
答
え
し
ま
す
1

繰
越
金
の
額
が

　
　
　
　
ち
が
う
の
で
は

問
　
八
月
十
日
付
市
報
と
お
か
ま
ち

の
財
政
事
情
の
公
表
の
中
に
、
繰
越

金
が
一
億
三
五
二
一
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
く

と
一
億
三
九
〇
三
万
円
に
な
り
ま
す

が
、
間
違
い
で
は
な
い
の
で
す
か
。

答
　
．
こ
指
摘
の
と
お
り
、
歳
入
合
計

か
ら
歳
出
合
計
を
引
く
と
一
億
三
九

〇
三
万
円
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
中

に
は
、
五
十
六
年
度
中
の
事
業
で
、

五
十
六
年
度
中
に
終
ら
な
く
て
、
五
十

七
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た
分
の
お
金

が
三
八
二
万
円
あ
り
ま
す
。
（
明
許
繰

越
し
と
言
っ
て
い
ま
す
）
。
こ
の
分

の
お
金
は
、
使
途
が
は
っ
き
り
と
決

ま
っ
て
い
て
、
純
粋
に
余
っ
た
お
金

と
は
言
え
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
分
の

三
八
二
万
円
を
除
い
た
額
の
一
億
三

五
二
一
万
円
が
五
十
七
年
度
に
繰
越

さ
れ
た
お
金
（
余
っ
た
お
金
）
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
説
明
が
十
分
で
な
く
て
、
わ
か
り

に
く
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ご
了
解
く
だ
さ
い
。

　
訂
　
正

　
八
月
十
日
付
市
報
五
面
の
「
と
畜

場
利
用
状
況
」
の
中
で
、
津
南
町
が

四
百
八
十
四
頭
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

四
千
七
百
五
十
四
頭
の
間
違
い
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
合
計
頭
数
も
、
一
万

千
九
百
二
十
一
頭
に
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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婦
人
軟
式
テ
ニ
ス
教
室
開
催

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
在
住

の
．
こ
婦
人
を
対
象
に
軟
式
テ
ニ
ス
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
未
婚
、
既
婚
、

経
験
の
有
無
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

o
初
級
コ
ー
ス
…
…
～
基
本
技
術
を

　
身
に
つ
け
よ
う
～

　
毎
週
火
曜
日
　
午
前
十
時
～
正
午

○
中
級
コ
ー
ス
…
…
～
楽
し
く
ゲ
ー

　
ム
を
や
り
ま
し
よ
う
。

　
毎
週
金
曜
日
　
午
前
十
時
～
正
午

会
場
　
●
晴
天
の
時
…
城
ケ
丘
市
営

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用

シ
ュ
ー
ズ
持
参
）
　
o
雨
天
の
時
…

市
民
体
育
館
（
内
ば
き
用
シ
ュ
ー
ズ

持
参
）

受
講
料
　
無
料

申
し
込
み
　
直
接
会
場
に

第
一
回
目
　
o
初
級
コ
ー
ス
…
九
月

　
七
日
、
午
前
十
時
、
市
営
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
。
雨
天
の
場
合
は
十
四
日
。

o
中
級
コ
ト
ス
…
九
月
十
日
、
午
前

十
時
。
晴
れ
た
時
は
市
営
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
。
雨
天
の
場
合
は
市
民
体
育
館
。

●
期
日
　
九
月
二
十
六
目
（
目
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～

　
　
雨
天
の
場
合
は
十
月
三
目

●
会
場
　
信
濃
川
運
動
公
園
テ
ニ

　
　
ス
コ
ー
ト

●
種
目
　
硬
式
、
軟
式

●
申
し
込
み
　
九
月
十
六
目
ま
で

に
。
詳
細
は
体
育
課
か
市
民
体
育

』
田
三
…
…
…
…
≡
一
…
≡
…
…
…
＝
…
一
一
≡
≡
一
≡
一
…
＝
…
一
…
≡
＝
≡
≡
…
一
＝
一
一
≡
…
一
…
≡
≡
…
一
＝
…
…
≡
田

II川旧川川川Ill”川”1川”1川ll川lm川川睦川III川川III

　
　
番

　
　
n

課
31

　
　
　
一

育　
　
　

体　
　
盈

　　内線275

市民体脊館

密7－5208番

”1川日1川1”111“lII川1剛IllI”1”IrlIlI川”””1”lll”1阿1“

惣
＝
…
≡
＝
…
…
…
一
＝
≡
…
≡
≡
…
≡
一
≡
…
＝
…
…
≡
≡
一
…
一
≡
…
…
一
≡
…
一
一
…
一
…
一
≡
≡
＝
≡
一
≡
≡
一
＝
雨

館
へ
。

蔚
．
、
　
鎌
総
漁
罐
套

●
期
日
　
九
月
二
十
三
日
（
木
）

●
会
場
　
市
民
体
育
館

o
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　
　
体
育
課
及
び
市
民
体
育
館

第
善
演
難
鍵
難
欝
　
夢

●
期
日
　
九
月
二
十
九
日
（
水
）

●
会
場
　
城
ケ
丘
市
営
グ
ラ
ウ
ン

巳
O
■
ロ
9
1
9
■
］
0
0
●
0
0
巳
1
0
■
9
1
■
9
●
9
9
9
■
■
■
9
9
0
●
0
■
一
6
0
0
5
9
■
■
I
I
I
●
■
0
9
聰
1
■
■
0
■
8
9
●
■
ー
0
0
麟
●
0
6
ロ
■
9
0
匿
0
9
■
■
9
1
●
口
●
9
9
■
O
■
0
0
■
■
■
I
I
●
●
0
■
■
．
．
9
■
0
0
0
■
・
O
．
一
〇
．
0
ロ

　　　　　　　　　　　　　　　建　　　　　　　　　　　　　礁　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　獅　　　　　　　　　◎　　　　　　馨　　　　　蒸　　　鱗　覇慧

期日圃 大会・行事名 会　　　場 主　　催

9／3囲 中学校新人水泳大会 十日町中学校 中体連

9／5（日） 第12回市民体育大会 十日町
高校グラウンド

十日町市

9／12（日）

〃　（雨天予備日〉

バドミントン第3回
石田スポーツ杯クラブ対抗 市民体育館

バドミント
ン協会

9／19（日）

バレーボール
市内混合9人制

市民体育館 バレーボー
ル協会

軟式庭球
第9回孫六杯

信濃川運動公園
テニスコート

庭球協会

テニスグリーンテニ
ス杯シングルス大会

市営
テニスコート

庭球協会

9／22㈱

24樹
小学校陸上大会 十日町小 小体連

9／25（ガ
26（日） 県縦断駅伝 新井㌧新潟 陸上協会

9／23休） 婦人卓球大会 市民体育館 教育委員会

9／26（日） 婦人テニス大会
信濃川運動公園
テニスコート

教育委員会

9／6～ 秋季柔道教室 武道館 柔道協会

9／中旬 野球秋季選手権大会
市営野球場他
グラウンド

野球連盟

9／下旬 バレーボール
市内婦人9人制大会

市民体育館 バレーボー
ル協会

9／中旬 体操市内中学校訪問 市内中学校 体操協会

9／29困 ゲートボール大会 市営グラウンド 教育委員会

　
　
　
　
大
井
田
　
族
し
の
び
慰
霊
祭

　
県
指
定
文
化
財
の
大
井
田
城
跡
の
　
　
貞
の
北
条
幕
府
倒
幕
に
呼
応
し
て
、

復
旧
工
事
完
成
祝
賀
会
と
、
新
田
義
　
　
妻
有
の
里
か
ら
大
井
田
一
族
が
鎌
倉

しめやかに追善供養

攻
め
の
兵
を
挙
げ
て
か
ら
六
百
五
十

年
を
記
念
し
て
、
大
井
田
一
族
の
追

善
供
養
が
、
十
七
目
、
大
井
田
城
跡

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
追
善
供
養
と
竣
工
祝
賀
会
は

大
井
田
城
跡
保
存
会
（
山
本
二
郎
会

長
）
が
主
催
し
て
開
か
れ
、
関
係
者

四
百
名
が
参
加
し
、
円
通
寺
の
渡
辺

賢
一
師
を
導
師
に
供
養
を
し
、
地
元

の
城
山
吟
詠
会
の
皆
さ
ん
が
「
大
井

田
城
跡
」
を
追
善
吟
詠
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
ご
ろ
「
随
想
妻
有
郷
」

を
著
し
た
佐
野
良
吉
さ
ん
が
「
大
井

田
氏
の
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
記
念
講

演
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
ド

　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
せ

　
　
教
育
委
員
会
体
育
課
へ

測
量
実
施

　
　
　
　
に
つ
い
て

　
十
日
町
土
木
事
務
所
で
は
、
国
道

二
五
二
号
線
川
西
町
山
中
随
道
～
十

日
町
市
轟
木
間
の
道
路
台
帳
附
図
作

成
の
為
に
、
測
量
業
者
が
皆
さ
ん
の

土
地
に
立
ち
入
り
を
さ
せ
で
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

測
量
区
間
　
川
西
町
～
下
条
（
十
日

町
測
量
）
、
下
条
～
轟
木
（
福
原
測

量
）測
量
期
間
　
十
月
三
十
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
な
お
、
境
界
の
立
ち
合
い
が
必
要

な
時
に
は
、
地
権
者
に
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。
お
問
い
合
せ
は
、
十
日
町

土
木
事
務
所
維
持
管
理
課
（
B
七
－

五
五
一
一
番
内
線
二
七
〇
）
へ
．

罵

～タクシー代りの救急車の利用はやめて～

救急車出動状況（56年度）

●事故種別搬送状況●傷（症）状別の程度

死亡19人（1．7％）

急　病
42．9％

（485人）

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
人

　
　
　
　
　
2
2

　
　
　
　
　
　
　
（

　
人
　
　
　
　
　

　
2
0

　
　
　
　
％
％
％
％
％

　
　
　
　
　
　
6
4
3
2
4

　
％
　
　
　
　
α
α
α
α
α

　
8
　
L
　
　
　
　
為
害
難
害
他

　
技
　
　
　
　
行
　
　
災

　
競
　
　
　
　
損
　
然
の

　
動
　
　
　
　
自
加
水
自
そ

　
運
　
　
　
　
f

　
　
　
　
　

　
　
　
院
％
人

　
　
　
　
　
ア

　
　
　
転
肱
1
3

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
般
％
劫

急
漱
・
塀

蕊
L

　
　
　
　
　
劫

　
　
　
　
通
筋
3
0

　
　
　
　
蕎
ω

　人娼　％83害災働労
瀞階・1軽傷（症）

368人
（32，5％）」

中傷（症）

427人
（37．8％）
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第
十
五
回

而
美
術
展
出
晶
要
項

欝塞嚢
灘　　鍍

毅礒篶

難
叢
幽

磁
工
幽

会
期
　
十
月
九
日
～
十
一
日

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

搬
入
　
十
月
一
日
　
午
前
九
時
～
午

　
　
　
後
八
時

作
品
日
本
画
（
第
一
部
）
　
・
額
ぶ
ち
付

洋
画
（
第
二
部
）
　
油
絵
、
水
彩
、

　
パ
ス
テ
ル
、
版
画
。
百
号
ま
で
額

　
ぶ
ち
付

新
し
い
美
術
（
第
三
部
）
　
常
識
以

上
の
大
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と
。

彫
塑
（
第
四
部
）
　
常
識
以
上
の
大

　
き
さ
を
越
え
な
い
こ
と

工
芸
（
第
五
部
）
　
染
、
織
、
焼
物
、

　
つ
る
、
漆
、
革
、
木
、
竹
、
わ
ら
、

　
紙
工
芸
な
ど
。
常
識
以
上
の
大
き

　
さ
を
越
え
な
い
こ
．
と
。

書
道
（
第
六
部
）
　
全
紙
四
分
の
一

十
日
町
小
唄
優
勝
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参

　
十
日
町
市
観
光
協
会
で
は
、
新
民

謡
日
本
一
の
経
歴
を
も
つ
十
日
町
小

咀
ハ
の
普
及
と
保
存
を
は
か
り
、
十
日

町
市
を
全
国
に
紹
介
す
る
た
め
に
第

一
回
十
日
町
小
唄
優
勝
大
会
を
開
催

し
ま
す
が
、
現
在
そ
の
出
場
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
十
月
二
十
三
・
二
十
四
日

会
場
　
十
日
町
市
民
会
館

申
込
み
　
九
月
三
十
日
ま
で
に
十
日

町
市
役
所
内
観
光
協
会
（
盈
七
ー
三

一
一
一
番
内
線
二
六
六
）
へ
．

出
場
人
員
　
百
人

加
者
募
集

参
加
料
　
無
料

選
考
方
法
　
ω
主
催
者
で
委
嘱
す
る

審
査
員
に
よ
り
審
査
す
る
．
回
予
選

通
過
者
は
三
十
人
。
＠
決
勝
会
で
は

　
一
位
か
ら
三
位
ま
で
を
決
定
。

表
彰
　
ω
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

回
予
選
通
過
者
に
記
念
品
　
＠
一
位

～
三
位
ま
で
は
認
定
証
と
副
賞
（
十

日
町
織
物
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

伴
奏
者
　
主
催
者
側
で
委
嘱
し
ま
す

が
、
出
場
者
の
随
伴
も
認
め
ま
す
。

　
※
有
名
民
謡
歌
手
の
特
別
ゲ
ス
ト

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
以
内
。
枠
張
り
表
装
、
釈
文

　
添
付
、
釈
文
票
は
ペ
ン
書
も
可
。

　
楷
書
で
は
っ
き
り
と
。

写
真
（
第
七
部
）
　
単
写
真
は
半
切

　
以
上
全
倍
ま
で
、
組
写
真
は
長
辺

　
一
屑
五
十
弛
．
ま
で
。
パ
ネ
ル
張
り
、

出
品
料
　
各
部
と
も
一
般
一
点
七
百

　
円
、
高
校
生
以
下
五
百
円
。

出
品
点
数
　
一
部
門
二
点
以
内

審
査
員
　
o
日
本
画
、
洋
画
、
新
し

　
い
美
術
…
－
本
間
正
義
（
埼
玉
県

　
立
美
術
館
開
設
準
備
事
務
所
長
）

　
o
彫
塑
、
工
芸
…
；
大
滝
直
平

　
（
新
潟
大
学
講
師
）

　
○
書
道
…
中
俣
苗
邦
（
日
展
同
人
）

　
○
写
真
…
…
植
田
正
治
（
日
本
写

　
真
協
会
年
度
賞
受
賞
）

賞
　
市
展
賞
、
奨
励
賞
、
佳
作
賞
、

　
詳
細
は
、
市
公
民
館
市
展
係
（
盈

　
七
－
五
〇
一
一
番
）
へ
。

　
薬
草
に
親
し
む
会

　
　
　
講
演
会
開
催

　
近
年
、
薬
草
ブ
ー
ム
で
す
が
、
南

魚
沼
郡
大
和
町
で
は
、
薬
草
の
正
し

い
利
用
と
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
ち

よ
っ
と
遠
い
で
す
が
、
薬
草
に
関
心

の
あ
る
方
、
出
か
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

日
時
　
八
月
二
十
八
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
二
時
～
五
時

場
所
　
浦
佐
小
体
育
館
（
大
和
町
）

講
師
　
池
城
安
正
先
生
（
新
潟
薬
科

大
学
薬
学
博
士
）
、
須
永
隆
夫
先
生

（
県
立
加
茂
病
院
医
師
）
、
黒
岩
卓

夫
先
生
（
大
和
病
院
長
）

上
原
団
地
募
集

　
新
潟
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
九

月
十
三
日
か
ら
九
月
二
十
五
日
ま
で

上
原
団
地
（
中
条
）
の
秋
期
募
集
を

行
い
ま
す
。

募
集
住
宅
　
積
立
分
譲
住
宅
五
戸

募
集
説
明
会
　
九
月
九
目
　
午
後
一

　
時
三
十
分
　
保
健
セ
ン
タ
i
（
市

　
役
所
脇
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
　
市
建

設
課
建
築
住
宅
係
（
奮
七
－
三
一
一

一
番
内
線
二
五
〇
）
へ
．

塩
之
又

　
　
　
　
森
林
公
園
で

　
　
　
宝
さ
が
し
を

　
塩
之
又
森
林
公
園
管
理
組
合
で
は

十
日
町
市
観
光
協
会
の
協
賛
を
得
て

九
月
十
二
日
“
宝
さ
が
し
”
を
行
い

ま
す
。

　
秋
空
の
下
で
、
体
力
の
増
進
を
か

ね
て
、
宝
の
山
を
さ
が
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
九
月
十
二
日
（
日
）
午
後
一

　
　
　
時
～

会
場
　
塩
之
又
森
林
公
園
ト
リ
ム
コ

　
　
　
ー
ス
内

景
品
　
塩
之
又
温
泉
入
湯
券
な
ど
三

　
　
　
百
点

　
参
加
者
は
、
ト
リ
ム
コ
ー
ス
の
使

用
料
が
必
要
で
す
。
大
人
五
百
円
、

小
人
三
百
円
、
幼
児
百
五
十
円
、

（
二
十
人
以
上
の
団
体
利
用
は
一
人

五
十
円
割
引
き
で
す
）

呪
…
0
0
…
…
…
一
6
＝
騨
…
…
…
0
■
≡
…
＝
一
一
己
■
…
…
…
一
一
圏
璽
…
ロ
＝
…
－
0
璽
≡
一
＝
…
一
I
I
，
…
一
…
…
・
璽
＝
…
…
己
聖
…
＝
…
響
．
0
璽
…
…
…
■
O
…
＝
曹
3
…
■
0
…
＝
…
己
9
一
…
＝
一
…
0
璽
…
…
ロ
冨
O
璽
…
…
…
圏
■
…
，
…
…
己
O
－
…
一
…
…
ロ
聖
…
…
…
0
聖
…
…
雪
≡
■
璽
…
…
一
－
一
吊
璽
…
＝
…
，
・
．
璽
…
一
一
…
一

〇〇0■00■■■　

脳
　
昭
和
五
十
四
年
改
正
の
戦
傷
病
者

㎜
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求

㎜
が
五
十
七
年
九
月
三
十
日
で
時
効
に

ロ

…
な
り
ま
す
。
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い

ロロ

㎜
な
い
人
は
、
早
急
に
請
求
の
手
続
き

Oロ

㎜
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■

…
　
受
給
資
格

戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る

　
　
　
特
別
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て

一
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
二
日
以
後
㎜

に
戦
傷
病
者
の
妻
と
な
っ
た
人
が
対
㎜

象
で
、
夫
の
戦
傷
病
者
が
、
昭
和
五
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

十
四
年
四
月
一
日
現
在
で
、
傷
病
年
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

金
、
傷
病
恩
給
を
受
け
て
い
る
こ
と
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ニ
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
現
在
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
夫
婦
と
も
生
存
し
て
い
る
こ
と
．
㎜

，
．
一
響
．
3
一
．
．
．
．
．
冒
曹
曹
．
盈
一
．
甲
甲
一
－
＝
．
．
i
．
ロ
＝
響
一
．
．
甲
ロ
一
甲
9
．
鱒
＝
．
一
＝
．
．
一
ロ
．
一
．
曹
曹
甲
．
薗
－
．
曹
．
聖
8
四
．
．
．
．
．
申
＝
匿
．
3
…
…
謬
一
…
曹
≡
＝
3
…
…
一
・
・
り
…
…
＝
…
…
曹
i
豊
…
…
雷
…
一
…
9
…
…
i
9
，
…
一
…
暫
…
…
…
i
O
…
…
…
i
O
…
…
一
茜
・
…
…
…
8
…
一
…
…
3
…
…
…
■
。
…
…
…
川

　
　
徊
県
勤
労
者
美
術
展
作
晶
募
集

　
　
3

　
勤
労
者
美
術
展
が
次
の
要
項
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
勤
労
者
の
皆
さ
ん
、

ふ
る
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
．

作
品
　
日
本
画
（
五
十
号
以
内
）
、

洋
画
（
版
画
を
含
み
五
十
号
以
内
）

彫
塑
、
工
芸
、
書
道
（
ハ
ガ
キ
大
の

釈
文
を
作
品
裏
面
に
）
、
写
真

○
各
部
門
と
も
一
人
二
点
以
内
で
未

発
表
の
も
の
、
o
作
品
に
は
額
縁
を

つ
け
る
か
表
装
ま
た
は
仮
表
装

応
募
資
格
　
県
内
の
事
業
所
（
官
公

庁
、
学
校
を
含
む
）
に
勤
務
す
る
人

で
、
応
募
部
門
に
つ
い
て
の
作
品
の

製
作
及
び
教
え
る
こ
と
を
職
業
と
し

な
い
人
。

賞
　
知
事
賞
、
新
潟
市
長
賞
、
労
働

金
庫
理
事
長
賞
ほ
か

応
募
　
十
月
九
日
ま
で
に
長
岡
労
政

事
務
所
小
出
支
所
（
小
出
町
大
塚
新

田
雪
小
出
二
ー
二
二
一
一
番
）
に
応

募
手
数
料
一
点
に
つ
き
五
百
円
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

搬
入
・
搬
出
　
搬
入
…
十
月
十
九
日

搬
出
…
十
月
二
十
四
日

会
期
・
会
場
　
十
月
二
十
一
日
～
二

十
四
日
、
新
潟
県
美
術
博
物
館

女
性
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
文
募
集

　
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
実
際
使
用
者
の
女
性
を
対
象
に

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
関
す
る
経
験

や
考
察
を
発
表
す
る
論
文
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
　
○
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資

源
時
代
の
生
活
の
あ
り
方
。
○
家
庭
、

事
務
所
等
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
策

な
ど
。
二
千
字
程
度
で
。

応
募
期
間
　
十
月
三
十
一
日
ま
で

応
募
先
　
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
文
募

集
係
ー
〒
一
〇
五
、
港
区
西
新
橋

二
－
三
九
－
三
S
V
A
X
西
新
橋
ビ

ル
内
　
　
」
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は
響
遜
瀞
防
嚢
種
醤
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聡

　
麻
し
ん
（
は
し
か
）
は
だ
れ
で
も

一
度
は
か
か
る
病
気
と
さ
れ
て
お
り
、

重
い
肺
炎
や
脳
炎
を
併
発
し
や
す
い

の
で
、
い
ま
で
も
油
断
で
き
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
十
目
町
市
、
中
魚
沼
郡

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
十
月
に
市

内
九
医
療
機
関
で
個
別
接
種
を
実
施

し
ま
す
が
、
そ
の
申
し
込
み
を
次
の

要
領
で
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
保
健
衛
生
課
（
保
健
セ
ン
タ
i
）

ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

接
種
対
象
者
　
O
、
五
十
四
年
四
月
二

日
～
五
十
六
年
四
月
一
目
の
間
に
生

ま
れ
た
人
。
口
、
五
十
一
年
十
一
月

一
日
～
五
十
四
年
四
月
一
日
の
間
に

生
ま
れ
た
人
で
今
ま
で
未
接
種
の
人
、

受
付
期
間
及
び
時
間
　
九
月
六
日
～

十
日
の
五
日
間
。
午
前
十
時
～
午
後

二
時
ま
で
。

受
付
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
i
窓
口

（
B
七
ー
三
一
一
一
番
内
線
二
二
七
）

接
種
料
金
　
千
二
百
円
。
　
（
申
し
込

み
の
時
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。
生
活

保
護
世
帯
は
無
料
で
す
）

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

e
接
種
対
象
者
以
外
の
人
、
口
今
ま

で
に
麻
し
ん
（
は
し
か
）
に
か
か
っ

た
人
、
日
麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予

防
接
種
を
受
け
た
人
、
四
ワ
ク
チ
ン

含
有
成
分
に
鶏
卵
、
カ
ナ
マ
イ
シ
ン
、

及
び
エ
リ
ス
ロ
マ
イ
シ
ン
が
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
に
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
を
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
、

国
接
種
前
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
の

症
状
を
お
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
人
。

そ
の
他
　
母
子
健
康
手
帳
、
印
か
ん

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

9
月
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

54

年
3
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
カ
月

児
健
　
診

9
月
10
目

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

56

年
3
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

9
月
29
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

57
年
5
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

9
月
20
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

56
年
11
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
節
欝
謝
親
暴
驚
覇
墾
傭
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

↑
　
1
　
魯
　
，
　
I
　
o
　
I
　
量
陰
　
l
　
I
1
　
9
　
1
匠
　
l
　
l
－
　
l
I
　
o
　
I
　
I
I
　
o
　
o
o
　
－
　
I
o
　
I
　
I
　
－
　
o
　
l
o
I
　
o
o
　
－
o
　
I
一
』

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

㎜
難
灘
撚
灘
灘
難
鐵
灘
　
一

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹

冨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

26萩23　19蔽15　　　12　　　5
日分日　日考日　　　日　　　日

至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
　
…

　
　
盈
2
の
3
2
7
6
番
…

上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

　
盈
0
2
5
7
6
3
－
2
1
1
1
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
　
一

　
　
盈
2
の
2
5
8
1
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

密
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番
皿

山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
一

　
　
奮
2
の
2
1
7
4
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

　
　
B
2
の
3
2
6
9
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
盈
2
の
2
9
5
7
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
密
7
の
3
0
1
8
番
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

　
　
県
民
手
帳

　
　
　
　
予
約
募
集

　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
、
最
新
の
統
計
資
料
を
掲
載
し
、

使
っ
て
便
利
な
コ
九
八
三
年
版
県

民
手
帳
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
、

現
在
予
約
募
集
中
で
す
。

●
受
付
期
間
　
九
月
十
目
ま
で

●
価
格
　
一
冊
三
百
円

●
申
込
先
　
市
・
総
務
課
企
画
広
報

係
（
盈
七
i
三
一
一
一
番
内
線
二
三

五
）
に
代
金
を
添
え
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

●
発
行
時
期
　
十
一
月
中
旬

　　　　　　　　灘　　　　　　灘　　　　難　　鐡懲

9月7日（火）根茂織物（株）

午前10時～午後3時

9月8日伽　商工福祉会館前（街頭）

午前10時～午後4時

明日といわず今献血しましょう

警
察
官
募
集

　
　
－
高
卒
・
来
春
採
用
－

　
県
警
で
は
、
つ
ぎ
の
要
項
で
男
子

警
察
官
（
高
卒
）
の
採
用
共
同
試
験

を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格
　
昭
和
三
十
年
四
月
二
日

か
ら
四
十
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
男
子
で
、
短
大
、
高
校
を
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
の
人
と
、
高
校
卒

業
程
度
の
学
力
の
あ
る
人
。

受
付
期
間
　
九
月
十
一
日
ま
で

試
験
日
時
・
場
所
　
九
月
二
十
六
日

㈲
、
午
前
八
時
～
、
長
岡
工
業
高
校

そ
の
他
　
交
通
巡
視
員
（
県
職
初
級

試
験
）
、
婦
人
警
察
補
導
員
（
県
職

中
級
試
験
）
も
若
干
名
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
詳
し
く
は
十
日
町
警
察
署
（
B
二

⊥
三
七
一
番
）
、
派
出
所
、
駐
在

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
8
月
16
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ア
　
ン
　
マ
　
器

中
　
古

五
万
五
千
円

子
供
用
自
転
車

中
　
古

五
千
円

歩
　
　
行
　
　
器

〃

五
千
円

二
段
ベ
　
ッ
ト

〃

一
万
円

ゴ
ア
テ
ッ
ク
ス

（
M
）

一
万
七
千
円

ピ
　
　
　
ア
　
　
　
ノ

〃

相
談
で

ス
　
チ
　
ー
　
　
マ

中
　
　
古

五
千
円

英
文
タ
イ
プ

〃

〃

バ
　
　
　
イ
　
　
　
ク

〃

相
談
で

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

五
千
円
～

二
万
円
迄

冷
　
　
蔵
　
　
庫

〃

二
万
五
千
円

ホ
ン
ダ
シ
ビ
ッ
ク

〃

四
万
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
六
日
㈲
　
正
午
～
午
後
四

時
ま
で
　
高
田
町
五
丁
目
、
六
丁
目

高
山
第
三
、
第
四
の
各
一
部
▼
九

月
十
日
囲
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時

ま
で
　
高
島
第
一
、
第
二
の
各
一
部

▼
九
月
二
十
一
日
㈹
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
新
水
、
蕨
平
、
三

ツ
山
、
上
田
原
、
宇
田
ケ
沢
、
中
条

菅
沼
、
山
新
田
、
小
貫
、
東
枯
木
又
、

西
枯
木
又

◎
住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）
日
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

9
月
－
日
困

午
前
9
時
3
分

～
午
前
11
時
30
分

伊
　
達
　
公
　
会
　
堂

伊
達
園

午
後
1
時

～
午
後
1
時
45
分

太
　
田
島
公
会
堂

太
田
島
国

午
後
2
時

～
午
後
3
時

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

土
市
3

9
月
2
日
困

午
前
9
時
3
分

～
午
前
n
時
30
分

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

新
宮
囹
、
土
市
2

午
後
1
時

～
午
後
3
時

水
　
沢
　
出
　
張
　
所

土
市
1
、
4
、
5

9
月
3
日
團

午
前
9
時
3
分

～
午
前
11
時
30
分

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

水
沢
国
、
馬
場
1
、
2

午
後
1
時

～
午
後
2
時

馬
　
場
　
小
　
学
　
校

馬
場
3
、
4

午
後
2
時
15
分

～
午
後
3
時

珠
　
　
田
　
　
分
　
　
校

珠
川
倒

　
　
）

●
9
月
6
日
帽

午
前
9
時
3
分

～
午
前
10
時

老
　
人
　
ホ
　
ー
　
ム

幸
　
町

午
後
1
時

～
午
後
3
時

高
　
島
　
集
　
会
　
場

高
島
国

9
月
7
日
㈹

午
前
9
時
3
分

～
午
前
11
時
30
分

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

北
鐙
坂
国

午
後
1
時

～
午
後
3
時

吉
田
就
業
改
善
セ
ン
タ
；

樽
沢
、
南
鐙
坂

9
月
8
日
困

剛
9
　
、
　
　
∠

～
午
前
11
時
30
分

吉
　
田
　
集
　
会
　
所

稲
葉
、
小
泉
1
、
3

午
後
1
時

～
午
後
3
時

吉
　
田
　
集
　
会
　
所

吉
田
山
谷
、
小
泉
2

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な

　
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
三
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
血
圧
測
定
後
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。


